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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 日本中世の建築生産を多角的に把握しようとする目的にもとづいた研究をまとめたもので,
3 編 6 章からなっている｡
第 1編は, 中世の建築生産社会の基本的な構成を, 中世に特有なものといえる勧進造営という生産体制
に関する考察から解明しようとしたものである｡
第 1章では, 勧進造営の生産体制が, 鎌倉時代初期に東大寺 ･東寺の造営において, 重源 ･文覚が大勧
進となり, 造国知行制が用いられた結果として成立したことを述べている｡ そして, 重源 ･文覚を長とす
る勧進団の構成や性格, またこれらの造営に参加 した工匠 ･仏師等の性格を論 じて, 前代までのものとは
異質の新しい建築生産の社会的体制がここに形成されたことを明らかにしている｡
第 2 章では, 鎌倉時代後期から南北朝時代にかけては, 教団的組織を背景にもつ律僧たちを勧進者とす
る建築活動が大いに行なわれたことを, 建築史上の注目すべき現象としてまず指摘している｡ この 活 動
は, 宋様式を背景にもつ北京律派と, 和様を伝統的に継承する南京律派の二つを軸として展開されたので
あるが, この異なった様式を背負う両派が合流して造営を行なう事例があったことから, そこに新 しい様
式すなわち中世新和様の形成される要因があると考えた｡ それはこの建築活動が最高潮となる13世紀後半
期が, 遺構の上で新和様が出現 してくる時期でもあることによって大きな可能性をもって云えるところで
ある｡ そして今後の中 世新和様の研究においては, その生産体制の中心に位置する律僧勧進者の問題が,
工匠の問題とともに重要な意義をもつと指摘する｡
第3章では, 中世巌末期の戦国時代の勧進造営の社会を, 戦国時代にだけあらわれる ｢十穀｣ という勧
進聖の名称を指標として解明しようとしている｡ まず十穀を, 時衆の系譜につながるものがその宗教的退
化とひきかえに, 遊芸的な面に職業化する傾向の申 で, とくに勧進造営を職業的に行なうようになったも




第 2 編は, 建築費の数計的分析によって, 中世建築生産の特質を論考したものである｡
第1章では, 藤原時代の浄土教建築の典型的な姿をもつと考えられる法勝寺常行堂 (1085年) の造営費
を分析研究している｡ この造営では, 造営費のすくなくとも65%は材料費で占められ, さらにその中では





多武峰本殿の造営 (1520年) に関する費用を分析研究している｡ その建築費構成比は, 材料費30% , 労務
費55%, 経費15% であるが, 近世における美濃南官神社本社の造営では, 造営費の中で材料費が65%以上
を占めているのと比較すると, 生産のあり方に歴然とした差が認められ, 労務費の大であることを中世的





て論じたものである｡ 1章だけであるが, 中世公家住宅と僧侶住坊の事例を, それぞれ三条酉芙隆邸と相
国寺内松泉軒の造営に関して詳細にその造営過程を述べ, 室町時代後期における住宅建築の生 産 に おい
て, 一般的なものと考えられる特徴ある形態を抽出している｡ すなわちそれは(1)工事は主体工事と造作工
事の前後二つの段階に明確に分離され, 前者は請負的に行なわれ, 後者では個々の場合において建築主の
指示に従いながら進められている｡ (2)工匠- の給与方式は, 主体工事では手間請が, 造作工事では日給制
がとられているという2 点である｡ さらにそうした生産形態が行なわれた原因をたずねて, この時代の住
宅設計の方式を推察し, 間取りや立面など建築の全体的なものは社会的規制に支配されて身分階層に応じ
た類型範囲の中にとどまり, 設計の個性的なものは細部造作においてはじめて表現することが可能であっ
たと述べている｡ ついでこれに関連して, 当時の住宅生産における工匠の製作組織について考察し, そこ
では番匠組織は血縁的に構成され, 建築主と番匠との間には特定の長潮にわたる関係を認め, それをいわ
ゆる出入関係としている｡









をとり, 中世を初期 ･中期 ･後期の三期に分け, 各時期における勧進造営の諸例を比較考察している｡ は
じめに勧進造営は, 体制的に中世初期に成立するとし, 便乗坊重源や文党の建築業績がその契機になった









を数量的に示し, また古代 ･近世の場合と比較することによって, 中世の建築生産は基本的には古代的な
ものの延長上にあり, 労務費 (専門技能工の) を中心に建築経済が展開していることを指摘している｡
生産形態に関する問題としては, 住宅史上重要な時代である中世後期の住宅生産の場合をとりあげ, 壁
産の過程を文献資料の上で追うという方法をとることによって, その生産形態に注目すべき特徴があるこ
とを発見している｡ それは工事が前後の二段階に区別され, 工事の進め方と工匠給与の支給方法の二面に
おいて, 各段階毎に全く異なった方式が採用されているという事実である｡ 著者はこの点をさらに追及し
て, 以上のような現象は当時の住宅設計の方式と深い関連があることを明らかにし, 住宅史研究へのアプ
ローチがこうした生産史研究からもなされうることを示した｡
以上を要するに, この論文は独自の視点からわが国の中世建築生産の歴史をみつめ, 建築生産史の立体
的な組み立てに寄与する諸事実を見出し, 新説を立てているだけでなく, 生産史研究を建築史研究の他の
分野とできるだけ有機的に結びつけようと努力したものであって, 学術上貢献するところが多い｡
よって本論文は工学博士の学位論文としての価値を有するものと認める｡
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